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日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
者
　
米
山
梅
吉

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花  

　

友
愛
の
精
神
で
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
強
い
信
念
か
ら
、
大
正
九
年
日
本
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
創
立
し
た
米
山
梅
吉
。

　

東
京
に
続
い
て
、
大
阪
、
神
戸
（
松
方
幸

次
郎
・
川
崎
造
船
社
長
、
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）、
名
古
屋
（
伊
藤
次
郎
左
衛
門
・
松
坂

屋
百
貨
店
社
長
）、
京
都
（
武
田
五
一
・
日

本
を
代
表
す
る
建
築
家
）、
横
浜
（
大
久
保

利
賢
・
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
・
大
久
保
利
通

子
息
）、
広
島
、
札
幌
（
佐
藤
昌
介
・
北
海

道
大
学
総
長
）、
福
岡
、
小
樽
、
岡
山
、
門

司
（
出
光
佐
三
・
出
光
石
油
創
業
者
）、今
治
、

函
館
、
旭
川
、
帯
広
、
岐
阜
、
金
沢
、
徳
島
、

静
岡
、
四
日
市
、
室
蘭
、
浜
松
、
郡
山
、
長
崎
、

釧
路
、
仙
台
、
和
歌
山
、
西
宮
、
松
山
、
高
松
、

野
付
牛
（
北
見
市
）、
高
知
、
盛
岡
、
熊
本
、

新
潟
、
宇
都
宮
。
三
七
都
市
、
城
下
町
が
大

部
分
を
占
め
、
各
ク
ラ
ブ
の
う
ち
主
な
人
物

を
あ
げ
ま
し
た
が
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
。
入
会

条
件
に
「
国
際
人
で
英
語
に
堪
能
で
あ
る
こ

と
」
が
不
文
律
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か

日
本
の
影
響
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
、
台
湾
、
満

州
に
も
日
本
人
を
主
な
会
員
と
す
る
、京
城
、

大
連
、
奉
天
、
ハ
ル
ピ
ン
、
台
北
、
高
雄
、

新
京
、
釜
山
、
基
隆
、
平
壌
、
大
邱
と
、
各

市
に
次
々
と
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
戦
局
風
雲
急
を
告
げ
、
国
際
的
つ

な
が
り
の
あ
る
組
織
の
存
続
が
許
さ
れ
ず
、

昭
和
十
五
年
九
月
十
一
日
、
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
離
脱
し
解
散
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
長
か
っ
た
戦

争
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
昭
和
二
四
年
三
月

日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
復
活
。

　

こ
の
二
年
前
の
二
二
年
、創
設
者
ポ
ー
ル
・

ハ
リ
ス
が
亡
く
な
る
と
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

に
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
基

金
と
し
て
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
発
展
へ

の
基
金
と
な
り
ま
し
た
。

　

米
山
が
会
長
を
務
め
て
い
た
あ
る
時
、

　
「
次
週
の
例
会
は
、
祝
祭
日
に
当
た
る
の

で
休
会
し
ま
す
」

　

す
る
と
、
出
席
会
員
か
ら
喜
び
の
拍
手
が

起
き
る
と
、
い
き
な
り

　
「
休
会
を
喜
ぶ
と
は
何
事
で
す
」

　

と
、
立
派
な
会
員
た
ち
を
た
し
な
め
た
と

い
い
ま
す
か
ら
、
融
通
が
き
か
な
い
ほ
ど
、

熱
意
を
持
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
。

　

米
山
が
、
信
託
銀
行
の
こ
と
を
知
っ
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
二
三
歳
の
頃
。
そ

の
後
商
売
を
通
し
て
、
社
会
へ
奉
仕
、
公
益

精
神
の
気
持
ち
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
日
本
で

も
本
格
的
な
信
託
業
務
を
行
い
た
い
と
考

え
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
三
月
二
五

日
、
日
本
最
初
の
三
井
信
託
株
式
会
社
を
設

立
し
社
長
に
就
任
。
米
山
が
日
本
の
信
託
銀

行
創
立
者
で
す
。

　

信
託
と
は
、
信
じ
て
託
す
、
人
間
の
信
頼

関
係
を
基
に
し
た
社
会
奉
仕
、
公
益
事
業
の

仕
組
み
で
す
。

　

そ
の
後
、信
託
協
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

信
託
業
務
の
推
進
を
は
か
り
、
発
展
に
尽
く

し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
最
初
の
地
下
鉄
浅
草
線
が
、
三
井
信

託
の
融
資
で
完
成
、
今
日
の
地
下
鉄
発
展
の

基
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
三
越
前
と
い
う

百
貨
店
の
駅
名
も
出
来
た
ん
で
す
。

　

新
入
社
員
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
毎

年
名
刺
入
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
お
客
様
に

対
し
、
奉
仕
の
心
で
常
に
前
向
き
の
開
拓
心

を
も
っ
て
当
た
る
よ
う
に
と
、
三
井
信
託
の

社
是
「
奉
仕
と
開
拓
の
精
神
」
を
教
え
諭
し

ま
し
た
。

　

昭
和
十
一
年
三
井
信
託
会
長
、
並
び
に
信

第３回
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ぞ
嘆
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
収
益
を
寄
付
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席
が
二
五
回
を
数
え
、
東

日
本
大
震
災
に
今
も
職
員
四
名
常
駐
さ
せ
て

復
興
に
当
り
、
五
年
半
で
約
十
億
円
の
援

助
を
行
っ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
や
、
訪

問
看
護
財
団
、
保
護
司
と
し
て
更
生
の
た
め

の
観
察
協
会
に
寄
付
し
て
い
る
が
、
毎
年
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社

（
ホ
ー
ム
保
安
灯
を
寄
贈
し
て
頂
き
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
）
や
、
山
崎
製
パ
ン
㈱
は
じ
め
各
社

協
賛
し
て
頂
い
て
い
る
お
陰
（
年
々
協
賛
会

社
減
少
）。
奉
仕
の
精
神
を
語
っ
て
い
る
者

と
し
て
実
践
し
な
け
れ
ば
の
思
い
か
ら
。
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
卓
話
で
、
こ
の
「
米
山
梅
吉

物
語
」
を
口
演
し
て
い
ま
す
。
ご
遠
慮
な
く

お
申
し
付
け
下
さ
い
。（
卓
話
料
は
わ
か
っ

て
い
ま
す
）

　

日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
者
、
社
会

奉
仕
に
生
き
た
米
山
梅
吉
物
語
の
一
席
。
■

託
協
会
会
長
を
辞
任
し
、
三
井
財
閥
が
、
社

会
文
化
事
業
と
し
て
設
立
し
た
三
井
報
恩
会

理
事
長
に
就
任
し
、「
三
井
は
儲
け
る
べ
か

ら
ず
散
ず
べ
し
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
、
ガ

ン
研
究
所
へ
の
支
援
、
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
を
慰
問
し
、
ベ
ッ
ド
三
千
床
助
成
。
結

核
患
者
の
た
め
の
五
百
人
を
収
容
す
る
村
松

晴
嵐
荘
を
建
設
。
国
民
健
康
保
険
法
制
度
実

施
を
推
進
。
そ
の
他
多
く
の
社
会
文
化
事
業

を
行
い
、
ま
た
学
生
の
奨
学
金
問
題
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
志
を
持
つ
青
年
へ
、
匿
名

で
返
済
金
な
し
の
学
資
援
助
を
行
い
、
青
山

学
院
校
友
会
会
長
を
引
受
け
る
や
、
私
財
を

投
げ
出
し
て
小
学
校
を
建
て
て
寄
贈
。

　

妻
の
春
子
も
、
幼
稚
園
を
開
設
し
自
ら
園

長
を
務
め
る
な
ど
、
社
会
奉
仕
に
つ
と
め
る

夫
婦
で
し
た
。

　

奨
学
助
成
事
業

　

米
山
の
学
資
援
助
の
志
を
受
け
つ
い
で
、

一
九
五
二
年
に
、
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
始
め
ら
れ
た
奨
学
助
成
事
業
は
、
や
が

て
九
万
人
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
支
援
し
、
日

本
の
全
ク
ラ
ブ
の
共
同
事
業
に
発
展
し
、
日

本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
を
支
援
す
る
米
山

記
念
奨
学
財
団
と
な
り
、
年
間
支
援
学
生

七
〇
〇
人
、
こ
れ
ま
で
世
界
一
二
一
か
国
、

一
万
七
五
六
五
人
を
支
援
。
各
ク
ラ
ブ
の
中

に
も
外
国
人
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
留
学
支
援

も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
て
育
っ
た
各
国

の
人
達
が
、
奉
仕
の
精
神
を
共
有
し
、
世
界

平
和
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
観
念
は
世
界
平
和
で
す
。

　

七
一
歳
の
時
、
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
。
今

な
ら
も
っ
と
上
位
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
争
が
激
し
く
な
り
、
一
九
年
静
岡
長
泉

村
に
疎
開
。

　

そ
し
て
終
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
一
年
四
月

二
八
日
、

　
「
戦
争
も
や
っ
と
終
わ
っ
た
。
皆
の
力
で

盛
ん
に
な
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
、
解
散
は
し
た

が
、
必
ず
復
帰
し
て
も
っ
と
栄
え
さ
せ
て
く

れ
る
に
違
い
な
い
。
少
し
は
社
会
に
奉
仕
出

来
た
か
と
思
う
と
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と

は
な
い
」
と
、
言
い
残
し
七
八
歳
で
帰
ら
ぬ

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
墓
は
、
鶴
見
の
総
持
寺
と
、
長
泉
町
に

あ
り
ま
す
。

　

偉
業
を
顕
彰
す
る
米
山
梅
吉
記
念
館
が
、

昭
和
四
四
年
、
長
泉
町
米
山
家
の
屋
敷
跡
に

開
館
、
全
国
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
じ
め
、

多
く
の
人
々
が
訪
れ
そ
の
偉
業
を
偲
ん
で
い

ま
す
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
四
月
に
は

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
基
金
に
よ
っ
て
銅
像

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
現
在
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
世
界
三
万
五
二
二
一
ク
ラ
ブ
、

一
二
二
万
八
〇
七
六
人
。こ
の
う
ち
日
本
は
、

二
二
六
九
ク
ラ
ブ
八
万
九
三
八
八
人
。
う
ち

東
京
は
、
一
七
〇
ク
ラ
ブ
七
八
六
四
人
、
人

口
の
わ
り
に
多
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
十
八
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
の
青
年

男
女
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
、
世
界

八
四
三
六
ク
ラ
ブ
十
九
万
四
〇
二
八
人
。

　

十
二
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
、
世
界
一
万
八
六
六
一
ク
ラ
ブ

四
二
万
九
二
〇
三
人
と
い
う
多
く
を
数
え
、

奉
仕
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
銀
行
の
支
店
長
は
、
そ
の
地
域

の
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
バ
ブ

ル
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る

貸
し
倒
れ
か
ら
脱
会
し
、
多
く
の
銀
行
マ
ン

が
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
継
続
加

入
を
認
め
て
い
る
銀
行
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
バ
ン
カ
ー
マ
ン
米
山
は
、
泉
下
で
さ

経営と健康


